Collection Development and Acquisition of Vernacular Language Materials at the Center for the Southeast Asian Studies, Kyoto University : Reports  (<Special Sessions>Symposiumu : Asia and Africa Area Studies and Historical Materials : the State of the Art and its Current Topics) by 北村, 由美 et al.
史資料ハブ／シンポジウム「アジア・アフリカ地域研究と史資料：現状と課題」
72
　今回の報告では、京都大学東南アジア研究センターにおける資料集活動の歴史を紹介し、東京
外国語大学 21世紀 COEプロジェクト『アジア・アフリカ地域研究と史資料』への期待と展望を
簡単に述べたい。当センターの経験を参考にすることで、今後の『アジア・アフリカ地域研究と
史資料』プロジェクト、更には国内地域研究関連機関における資料整備の際して、一助となるこ
とを願う。
1.東南アジア研究センターとセンター図書室の資料収集活動略歴と現
状
　東南アジア研究センター図書室は、1965年当センターの官制化の年に設立され、センター東
南アジア地域に関係する図書資料を中心とする資料収集を行ってきた。以下の年譜にその簡単な
略歴あげ、説明を附する。
＜東南アジア研究センターとセンター図書室の現地語資料収集年譜＞
1963　　（1月） 東南アジア研究センター学内措置として発足
　　　　（10月） バンコク連絡事務所開設
1965  東南アジア研究センター官制化、図書室開設
1970  ジャカルタ連絡事務所開設
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1983  「現地語収集計画（通称）」開始
1986  東南アジア諸国の司書や書誌学者の招聘開始
1997  COE プロジェクトによる資料収集開始
1998  大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）発足
2002  21世紀 COEプロジェクトによる資料収集開始
　この略歴の中で、資料収集の観点から特に重要なのは、1983年度から 2002年度まで 20年間
に及んで行われた東南アジア諸語による出版物の収集計画と、1997年度から 2002年度まで行わ
れた COEプロジェクトによる資料収集の 2点である。まず、年譜では「現地語収集計画（通称）」
としている東南アジア諸語の資料収集計画について説明する。この計画は 1983年から 5ヵ年、
1988年から 10ヵ年、1988年から 5ヵ年の 3段階に分けて行われ、統計・政府刊行物に加えて、
その時々の社会現象を反映した出版物の収集を目的としたものである。計画の実行にあたって、
現地での資料収集の基盤となったのが、1963年開設のバンコク連絡事務所と 1970年開設のジャ
カルタ連絡事務所である。両事務所は現地での研究の拠点として開設したが、1983年以降は資
料収集の拠点としての機能も担ってきた。「現地語収集計画（通称）」により、収集された各言語
による資料の整備や運用には、1986年以降現地からの司書や書誌学者を随時招聘し、支援を仰
いでいる。「現地語収集計画（通称）」の完成により、センター図書室では主にインドネシア語と
タイ語資料の充実したコレクション形成を行うことができた。
　資料収集に関して、次に大きな転機となったのが、1997年に開始した COEプロジェクト「ア
ジア・アフリカにおける地域編成 - 原型・変容・転成」による資料収集である。COEプロジェ
クトでは、東南アジア研究センターと大学院アジア・
アフリカ地域研究研究科が共同で、アフリカ、西アジ
ア、南アジア、東南アジアの各地域別のクラスターを
形成し、資料収集にあたった。東南アジア地域に関
しても、各国に詳しい教官や専門家を派遣し、インド
ネシア、タイ以外からの資料を購入することが可能に
なった。また、マイクロフィルムや人工衛星画像デー
タなどの収集もこのプロジェクト開始時期からより活
発になった。これらの収集活動は、2002年度からの
21世紀 COEプロジェクト「世界を先導する総合的地
域研究拠点の形成」にも引き継がれている。
　上述の COEプロジェクトと時期を同じくして、大
学院アジア・アフリカ地域研究研究科が 1998年に開
設された。研究課の開設により、センター図書室の利
用者層が広がり、コレクション形成に際しても、より 北村由美氏
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網羅的・継続的な収集を行うようになった。
　現在のセンター図書室の所蔵資料の概要は、以下の通りである。このうち、特に、ベトナム
語、ビルマ語、ベンガル語資料に関しては、COEプロジェクトによって収集されたものが多数
含まれている。また、COEプロジェクトによる図書収集に関しては、表 1、表 2を参考にされた
い。
＜東南アジア研究センター所蔵資料：平成 15年 1月末現在＞
図書資料総数（約 13万点［含未登録］）
マイクロフィルム資料 約 15,000点
インドネシア語資料 約 20,000点
タイ語資料  約 18,000点
ベトナム語資料  約 7,000点
ビルマ語資料  約 1,700点
ベンガル語資料  約 1,500点
地図資料   約 30,000枚
人口衛生画像データ 約 3,000シーン
［表1］COEプロジェクト「アジア・アフリカにおける地域編成―原型・変容・転成―」による収集資料点数：平成15年1月末現在
年度 アフリカ 西アジア 南アジア 東南アジア 計
1998　　（H.10）  3,028  5,721  3,181  2,608 14,538 
1999　　（H.11）  2,274  5,803  3,007  3,725 14,809 
2000　　（H.12）  3,230  8,084  3,812  2,412 17,538 
2001　　（H.13）  3,015  4,485  2,250  6,447 16,197 
2002　　（H.14）    625  3,871  1,626  3,565  9,687 
　 計 12,172 27,964 13,876 18,757 72,769 
［表 2］COEプロジェクト収集特殊言語資料：平成 15年 1月末現在
言語名 冊数 言語名 冊数
アラビア語 20,534 ロシア語 233 
ヴェトナム語  5,800 タガログ語 150 
ベンガル語  2,150 現代マレー語 100 
トルコ語  1,845 ゾンカ語  85 
ミャンマー語  1,600 ティグレ語  82 
中国語  1,200 ヒンディ語  40 
  ペルシア語     870   シーサンパンナタイ語  20 
ウルドゥ語     749 ハウサ語  12 
タイ語     520 シリア語  10 
インドネシア語     500 パンパンゴ語  10 
アムハラ語     420 その他  33 
ラオ語     400 　 　
　 合計 37,363 
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2.東南アジア現地での資料収集における課題
　次に、上述の資料収集活動の経験を経て、東南アジア地域の資料収集に関する課題、及び問題
点を挙げたい。東南アジア現地での資料収集を行う際、特に問題になるのが、各国の出版事情・
及びインフラ整備状況の違いである。表 3、表 4でも明らかなとおり、各国の出版部活動及び図
書館を含めたインフラの整備状況は、数字で見るだけでもかなり違いがある。各国の状況に即し
た、入手方法・経路の確立が必要である。その際、どうしても個人のネットワークに頼りがちで
あるが、アメリカ議会図書館の収集システムを例に挙げるまでもなく、今後はある程度はシステ
ム化してゆく必要があるだろう。一方で、出版物には、その時々に社会状況を反映しており、シ
ステマティックに収集できないものも多い。これらの出版物に関してはその時々に応じて、様々
な旬の出版物の登場も敏感に対応していけるネットワーク作りが大切であろう。
　現地での資料収集にはまた、資料を手放す立場から見た課題がある。大規模な資料収集を行っ
ていくことで、期せずして現地からの資料の散逸に荷担してしまうという反面も見逃せない。今
後は、収集した資料をなんらかの形態で現地の研究者や図書館に提供できるよう真剣に取り組む
必要がある。
［表 3］日本および東南アジア諸国内における図書・新聞刊行数（1996年）
国 図書刊行数 日刊新聞 備考
種類 発行部数（1,000）1,000人当たり
日本 *56,221 122 72,705 578 *小冊子を除く初版のみ
インドネシア *4,018 69 4,655 23 *学校用教科書。政府刊行物のみ
シンガポール ― 8 1,095 324
タイ 8,142 30 3,800 64
フィリピン *1,507 47 5,700 82 *小冊子を除く
ブルネイ ― 1 21 69
ベトナム ― 10 300 4
マレーシア 5,843 42 3,345 163
ミャンマー ― 5 449 10
出典：総務省統計局・統計研修所『世界の統計 2002』を基に作成
［表 4］日本および東南アジア諸国内における図書館・蔵書数
国 年次 図書館の種類 図書館数 蔵書数（1,000） 備考
日本 90
93
91
国立
公共
大学
3
3,561
724
5,528
195,390
181,839
蔵書数は図書のみ
蔵書数は 1990年次の数字
シンガポール 95
90
国立
大学
10
12
3,252
2,354
公共図書館を兼ねる
タイ 92
96
国立
大学
25
129
1,528
6,274
フィリピン 93 国立 4 902
マレーシア 95
95
90
国立
公共
大学
9
471
73
1,108
10,895
3,412
公的資金による図書館のみ
ミャンマー 96 国立 1 15
出典：総務省統計局・統計研修所『世界の統計 2002』より抜粋
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3.多言語・多メディア資料整備・運用の課題
　現地語資料整備に関して最も大きい問題点は、言うまでも無く多言語資料、特殊文字資
料の整備と運用の難しさである。当センターの場合、タイ語やミャンマー語を含めたインド
系文字資料を翻字化することなくオンライン目録に入力する体制がまだ完全には整っていな
い。しかし、平成 13年度には、ウェブ上での検索・入力が可能なタイ語文献目録の運用を開
始し、現在はタイ語資料の書誌情報の入力作業を進めている。現時点で、東南アジア研究セン
ター所蔵のタイ語コレクション約 1万 8000冊のうち、約 6000冊の書誌情報が入力されている
（http://library.cseas.kyoto-u.ac.jp/cseas/）。このシステムはウェブ上での目録作業が可能であるため、
将来的に他機関との共同運用が可能であり、タイ語文献の総合目録データベースとして機能する
ことが可能である。このタイ語文献目録を基盤に、今後他の特殊文字資料整備を推し進める基盤
としたい。（添付資料参考）
　また、多メディアに関しても、整備・運用の難しさが課題として残る。地域研究関連資料に
は、地図、画像資料はもちろんのこと、ビデオ、DVD、ポスターなど様々な媒体による情報が
考えられる。これらに関しても、ビデオの信号の問題に始まり、目録の取り方など整備・運用上
の課題が多い。
4.今後の展望
　東南アジア研究センターにおける資料収集活動の変遷と方法の報告を中心に、東南アジア諸国
の資料収集・整備に際しての現状と問題点を挙げてきた。今後の課題としては、資料収集に関し
ては、①現地で旬の資料を収集するための人材の確保、②現地での資料収集ネットワーク体制の
構築、③日本国内での分担・協力体制の構築の 3点が挙げられる。一方で資料提供に関しては、
①多言語資料資料入力・検索システムの構築、②現地へ貢献する方法の模索が課題である。特
に、現地への資料提に関しては人材交流も含めて、現地との長期的な関係構築という視点で考え
る時期が来ていることを最後に強調したい。
京都大学東南アジア研究センターにおけるコレクション形成と資料収集活動（北村由美）
77
 
 
添付資料
＜検索画面＞
＜検索結果―リスト＞
